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平成 29 年度安芸高田市教育委員会会議 

第４回臨時会 

平成 30 年度使用「特別の教科 道徳（小学校）」教科用図書採択会議録（概要） 

 

１ 日   時   平成 29年８月 7日（月）13 時 30 分から 14 時 30 分まで 

２ 会   場   安芸高田市民文化センター 301 研修室 

３ 出席委員等   教 育 長  永井 初男 

          教育長職務代理  上田 隆之 

          委 員  天清 一亮 

          委 員  山本 博明 

          委 員  亀井 聖 

          委 員  金川 佳寛 

４ 出 席 職 員   教 育 次 長  土井 実貴男 

          教育総務課 課  長  前 寿成 

          学校教育課 課  長  児玉 晃 

          学校教育課 学校教育指導係 指導主事  本田 光洋 

 

会  議  概  要 

教育長 これより議案の審査に入ります。 

日程第３議案第 31 号「平成 30 年度に安芸高田市立小学校で使用する『特別の教科 道徳』に係る

教科用図書の採択について」提案理由の説明を求めます。 

事務局 議案第 31 号「平成 30 年度に安芸高田市立小学校で使用する『特別の教科 道徳』に係る教科用

図書の採択について」提案理由をご説明いたします。 

本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 21 条第６号の規定に基づき、平成 30 年度

に安芸高田市立小学校において使用する「特別の教科 道徳」に係る教科用図書を採択するもので

す。この８月３日付けで安芸高田市採択地区選定委員会から採択について答申を受けましたので、

この答申をもとに、教育委員会として採択をしていただきますよう別紙のとおり提案をいたしま

す。なお、議案の詳しい内容につきましては、担当課が説明いたします。 

事務局 それでは議案の別紙をご覧いただきたいと思います。「特別の教科 道徳」に係り、採択する教科

用図書につきましては「光村」を提案させていただきます。 

採択理由ですが、巻頭に「話し合って考えよう」「えんじて考えよう」「読んで考えよう」「書いて

考えよう」の４つの学習活動を示すとともに、問題解決学習を取り入れる教材には、教材の冒頭に

問題意識を持たせる問いを記載し、教材の後に学習のめあてや発問を記載しています。 

さらに、教材の後に、関連図書の紹介や自己の生き方を考えさせる言葉がけを掲載し、より学習

が広がったり、深まったりしていくようにしています。 

また、いじめの問題の解決に向けて、様々な内容項目からいじめ問題に結びつく教材とコラムを

１つのユニットとして設け、学年の前半に位置付けております。 

最後に学習の記録として、「学習のまとまり」ごとに、区切りのページを設け、「学びの記録」と
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ともに、自分の学びの変化や学んだことが生かせたことを記入する欄を設けています。 

以上の点が、「光村」の特筆すべき事項でございまして、指導の在り方、本市の児童の実態等との

観点から、本採択地区で使用する教科用図書として適当であると考えます。 

続きまして、調査員による調査研究結果、また選定委員会の答申を踏まえて、担当者からより詳

しく選定理由を説明します。 

事務局 （答申及び調査研究報告書を基に説明） 

教育長 それでは、これより質疑に入ります。ただいま説明を受けました提案理由についてご質疑はござ

いませんか。 

委員 採択理由と教科書について説明を受けたのですが、「光村」について色々と特徴があったと思うの

ですが、ここが一番いいというところがあれば教えてください。 

教育長 関連のご質問はありませんか。 

委員 採択理由にあるように、巻頭に４つの学習活動というものが示されていますが、これに代わるも

のが他社にもありますよね。しかし、このような示し方が一番いいと判断されたのだと思います。

確かによく分かるように書いてあると思いました。 

それから、説明の中で発問の数が多い、あるいは少ないということがありましたが、発問数の具

体的なデータがあれば教えてください。 

最後に、分冊形式というのは具体的にはＡ社のようなものでしょうか。 

以上３点です。 

事務局 まず、分冊形式ですが、具体的には、Ａ社、Ｂ社のようにノートという形のものがついているも

ののことを言っています。また、Ｃ社は、「活動」と「読み物」に分かれて２冊組になっています。

「活動」は、発問プラス自分の考えを書くところがあり、ノート的に使う部分が多くあります。こ

れら全てをまとめて「分冊」という表現をしています。 

次に、各社巻頭に道徳科の学び方についてページ数を割いて示しています。特に「光村」は４つ

の学習活動を見開き１ページで示してあり、「考えよう」というキーワードでつないでいます。これ

が非常に分かりやすくまとめてあるという意見が調査報告の中にありました。また、「光村」の優れ

ている点は、先ほど５年生の教科書を見ていただきましたが、その中に「すれちがい」という教材

があります。18 ページですが、１つのことをそれぞれ２つの視点で考えるように工夫された教材文

です。このような、今までなかった新しい教材が入っています。この２つの視点で考える教材であ

るとか、現代的な課題を漫画等の表現を通して考えるような教材など、今までの教材にないパター

ンの新しい教材がたくさん掲載されていると調査報告に意見としてあがっています。 

最後に、発問の数です。発問の数が何個というデータは把握していません。Ｅ社の教科書では、

１教材の中で、文の終わりに発問が２つという形になっています。それから、「学習のステップ」と

いうところをみていただいたと思うのですが、そこには５つ発問が掲載してあります。各社このよ

うに１教材ごとにほぼ発問の数をそろえてありますので、１つ１つの教材の発問の数を比べて判断

をしています。全体の数を数えてデータをとることはしていません。 

委員 例えば、「光村」のここと、Ｄ社のここが同じに当たるのでしょうか。それであれば、「光村」の

方がより書き方が優れていると思います。それから発問も確かに教材の終わりの所に違いがありま

すね。わかりました。 

それから、Ｄ社であれば、折り込みページがありますよね。これは、子供にとっては長く使って

いたら破れるのではないかと思います。見る分には確かに楽しいのですが、１年間使えば（破れ

て）無くなってしまうのではという心配がありますね。 
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それから、分冊形式についてですが、週に１時間の授業を考えた時に、時間的にしんどいと思い

ます。加えて質のいい紙を使っているので重くなっていますよね。分量的にも第１推薦は賛成で

す。 

委員 基本的なことを聞いて申し訳ないのですが、35 項目ありますよね。これは１時間に１項目、35 時

間ということで、学びの記録を１時間ずつ書いていくということでしょうか。全部１時間単位の１

項目にしてあるのですか。 

事務局  教科書によっては、多めに記録を書く欄を取っているところもあります。特に分冊形式のところ

は多いです。35 時間ありますので 35 時間分きちんとまとめができるように、基本的にどの社も学

びの記録を書くようになっておりますが、感想を書いて自己評価もして、という書くことが多いも

のとシンプルになっているものという違いがあります。学びの記録というのはどの社の教科書でも

できるようになっています。 

委員 すべての表紙を見せてもらったのですが、「光村」は一番表紙が道徳にふさわしいかなと思いまし

た。それと字の大きさです。４年生の教科書を見たのですが、「光村」は、字は小さいですが行間を

しっかりとっていて大変読みやすいと思いました。 

それともう一点。比べたら紙に少し色がついていますね。真っ白なものもありますが、（色がつい

ていると）見た時に目に大変優しいという点からも「光村」がいいと思いました。 

委員 私も同感です。 

教育長  それでは、他に質疑がないようですので、採決に移ります。議案第 31 号「平成 30 年度に安芸高

田市立小学校で使用する『特別の教科 道徳』に係る教科用図書の採択について」は原案のとおり

とすることにご異議ございませんか。 

委員  異議なし。 

教育長 ご異議ないようですので、議案第 31 号については原案のとおりとすることに決定しました。 

 


